
令和 7 年度 学校関係者評価報告書 

【問 1】子ども同士の関わり・遊びの広がりについて 

評価結果：極めて良好 子どもたちが自分たちでイメージを膨らませ、共有し、仲間意

識を持って遊びを深めていく姿が高く評価されました。 

  イメージの共有と共創： 製作コーナーにある豊富な素材（段ボール、チラシ、

廃材等）を活用し、自分で考えたものを形にする力が育っています。ヨット作り

やお店屋さんごっこにおいて、子ども同士が同じ世界観を共有し、「〇〇しよ

う！」と誘い合う姿に、深い仲間意識と発達の連続性が感じられました。 

  遊びを誘発する環境設定： 教室内のコーナー分けが適切になされており、自

分の世界に没頭できる環境が整っています。また、年長児が長時間集中して

遊ぶ姿には、これまでの積み重ねによる「遊び抜く力」が表れています。 

  保育者の適切な介入： 保育者が遊びのモデルとなったり、「いらっしゃいま

せ」といった一言を添えたりすることで、子どもたちのやりとりを自然に引き出

しています。保育者が遊びの流れを遮ることなく、一員として関わっている点

も、遊びの質を高める要因となっています。 

【問 2】子どもが夢中で遊んでいると感じた場面 

評価結果：主体的な遊びの展開を実感 子どもたちが安心して自己発信し、一つの素

材や遊びを柔軟に変化させていく「主体性」が随所に見られました。 

  見立て遊びの深化： 本物の素材や布、フェルトなど、あえて「正解」が決まっ

ていない素材を用意することで、ナゲットをゼリーに見立てるような自由な発想

が生まれています。 

  役割分担と社会性： お店屋さんとお客さんなど、子どもたち同士で自然に役

割を入れ替えながら、リズム感を持って遊びを同調させていく姿が見られまし

た。 

  情緒的な安定： 先生方のあたたかな見守りがあることで、子どもたちが失敗

を恐れず、自分の考えを安心して発信できる心理的安全性が確保されていま

す。 

【問 3】さらなる充実のための環境構成と工夫について 



今後の方向性：自律性を促す環境と、保育者の意図的な連携 現在の素晴らしい環

境を維持しつつ、さらに子どもたちの気づきや学びを深めるための示唆が以下のよう

な意見が得られました。 

  「気づき」を生む環境構成： 必要なものを自分で選んで持ってこられる配置の

工夫や、製作後のゴミの処理など、遊びのプロセス全体を通して「どうすれば

無駄がないか」を子ども自身が考えられるような時間・空間的配慮を継続して

ください。 

  保育者の連携と柔軟なフットワーク： 子どもたちの動静（集中しているか、体

を動かしたいか）を敏感に察知し、教職員間で連携して活動内容を柔軟に選

択していく姿勢を強化してください。 

  知的好奇心への刺激： 玉入れで数を唱和するなど、遊びの中に自然に「数」

や「文字」への興味を取り入れる工夫を、各学年の発達段階に合わせて展開

してください。 

 

全体総括 

貴園の保育は、先生方の「あたたかさ」を基盤とした安心感が、子どもたちの自由な

発想と発信の源泉となっています。単に見守るだけでなく、適切なタイミングでの言葉

掛けや、子どもの想像力を刺激する素材の提供が、遊びの質を一段高いものへと引

き上げています。今後も、子どもたちが自ら環境に働きかけ、試行錯誤を楽しめる「主

体的な学び」の場として、さらなる充実を期待いたします。 
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